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本
稿
は
、「
ア
ジ
研
の
現
役
研
究
者
・

Ｏ
Ｇ
／
Ｏ
Ｂ
の
中
で
、
国
際
協
力
に
深

く
関
わ
っ
て
来
た
方
々
に
、
ご
自
身
が

何
を
し
、
何
が
で
き
な
か
っ
た
か
を
回

顧
し
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
ご
要
請
に

応
え
、
一
九
七
〇
〜
九
〇
年
代
に
職
員

あ
る
い
は
外
部
委
員
と
し
て
私
が
携

わ
っ
た
ア
ジ
研
の
研
究
会
活
動
お
よ
び

関
連
す
る
事
業
の
う
ち
、
国
際
協
力
に

深
く
関
わ
る
も
の
に
つ
き
回
顧
し
、「
し

た
こ
と
」
と
「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
」

を
確
認
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
研

究
は
、
開
発
経
済
学
の
分
野
で
の
一
九

七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
、
一
九
九

〇
年
代
の
大
き
な
関
心
に
対
応
し
て
い

る
。

　

私
は
、
一
九
七
一
年
七
月
よ
り
一
九

九
〇
年
三
月
ま
で
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

に
研
究
員
と
し
て
在
籍
し
た
（
休
職
期

間
を
含
む
）。
当
初
は
経
済
成
長
調
査

部
に
属
し
、
い
く
つ
か
の
研
究
会
運
営

を
担
当
す
る
傍
ら
経
済
成
長
あ
る
い
は

開
発
戦
略
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の

研
究
（
と
い
う
よ
り
は
学
習
）
を
進
め

た
。
こ
の
時
期
に
は
、
毎
週
、
一
橋
大

学
経
済
研
究
所
で
の
石
川
滋
教
授
の
ゼ

ミ
に
先
輩
所
員
諸
兄
と
ご
一
緒
に
伺

い
、
経
済
発
展
論
に
関
わ
る
研
究
の
最

前
線
に
触
れ
る
機
会
を
も
っ
た
。
そ
の

他
に
、所
内
で
の
勉
強
会
に
も
参
加
し
、

数
理
経
済
学
や
そ
の
基
礎
に
あ
る
数
学

そ
れ
自
体
も
学
習
の
対
象
と
し
た
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
半

ば
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
い
た
る

時
期
は
、
経
済
成
長
あ
る
い
は
経
済
発

展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
表
現
す
る
、
マ
ク

ロ
、
二
部
門
、
多
部
門
の
理
論
モ
デ
ル

が
競
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
実

証
適
用
が
試
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
依
拠

し
て
政
策
提
言
が
示
さ
れ
る
と
い
う
、

幸
福
な
時
代
で
あ
っ
た
。
理
論
―
実
証

―
政
策
と
い
う
三
段
階
の
編
集
方
針
は

そ
の
後
の
私
の
研
究
の
基
調
を
な
す
も

の
と
な
る
。

●
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展

　

海
外
留
学
か
ら
の
復
職
後
の
一
九
七

〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
東
ア
ジ
ア
の
経

済
発
展
の
成
功
を
モ
デ
ル
と
し
て
他
の

途
上
地
域
へ
の
教
訓
と
指
針
を
導
く
こ

と
が
、
経
済
発
展
論
／
経
済
開
発
論
の

分
野
で
の
大
き
な
関
心
と
し
て
共
有
さ

れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
東
ア
ジ
ア
初

代
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
経
済
発
展
を
特
徴

付
け
た
輸
出
指
向
工
業
化
が
、
経
済
成

長
と
所
得
分
配
の
両
面
で
の
目
標
を
同

時
達
成
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
た
。経
済
成
長
調
査
部
で
は
、

一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
の

経
済
発
展
の
実
績
を
確
認
し
、
一
九
八

〇
年
代
を
展
望
し
、
国
際
協
力
の
課
題

を
提
示
す
る
、
こ
と
を
目
的
と
す
る
研

究
会
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
へ

の
関
与
が
、
国
際
協
力
へ
の
私
の
最
初

の
関
わ
り
と
な
っ
た
。
研
究
会
の
成
果

は
一
九
八
二
年
三
月
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（Tw

o  D
ecades  of  A

sian 
D
evelopm

ent and O
utlook for the 

1980s

）
で
報
告
さ
れ
検
討
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
内
外
の
学
界
の

み
な
ら
す
、世
界
銀
行
（
以
下
、世
銀
）、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、国
際
通
貨
基
金（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）、
国
連
貿
易
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ

Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
の
各
機
関
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
も
参
加
し
、
ア
ジ
研
と
国
際
開
発
機

関
と
の
間
の
交
流
の
拡
大
が
企
図
さ
れ

て
い
た
。
本
研
究
の
成
果
は
、
日
本
経

済
新
聞
「
経
済
教
室
」
で
要
約
紹
介
さ

れ
、ま
た
『
第
三
世
界
の
成
長
と
安
定
』

（
日
本
経
済
新
聞
社　

一
九
八
二
年
）と

『2000

年
の
ア
ジ
ア
』（
有
斐
閣　

一

九
八
四
年
）
の
二
冊
に
お
い
て
一
般
向

け
に
も
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し

て
は
、
日
本
国
内
各
界
に
加
え
、
韓
国
、

中
国
の
政
策
担
当
者
か
ら
も
反
響
が
あ

り
、
私
は
韓
国
経
済
企
画
院
で
の
セ
ミ

ナ
ー
に
招
待
さ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

　

研
究
会
は
日
本
経
済
論
お
よ
び
計
量

モ
デ
ル
分
析
の
権
威
で
あ
っ
た
内
田
忠

夫
東
大
教
授
を
主
査
に
迎
え
、
高
成
長

持
続
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
そ
れ

を
計
量
モ
デ
ル
に
よ
り
表
現
し
予
測
を

行
い
、
ま
た
そ
れ
に
即
し
て
政
策
論
を

展
開
す
る
、
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ

の
研
究
の
成
果
そ
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
つ
き
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
東
ア
ジ

ア
の
経
済
発
展
の
成
功
に
関
し
、「
産

研
究
者
と
し
て
の
開
発
政
策
へ
の
関
与柳

原　

透

第
Ⅰ
部
研
究
者
と
国
際
協
力

国際協力と研究者
現場と研究室の間の深い河
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研究者としての開発政策への関与

業
構
成
変
化
の
動
態
効
率
」
と
「
成
長

と
安
定
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

き
ア
ジ
研
と
し
て
の
独
自
の
見
解
を
提

示
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
国
際
協
力
の

課
題
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。即
ち
、

実
質
賃
金
、
比
較
優
位
、
国
際
分
業
そ

れ
ぞ
れ
の
動
態
を
関
連
付
け
る
分
析
枠

組
が
提
示
さ
れ
、
ま
た
経
済
成
長
の
過

程
で
の
マ
ク
ロ
経
済
不
安
定
の
発
生
と

解
消
に
つ
き
理
論
分
析
と
実
証
が
な
さ

れ
た
。
開
発
政
策
お
よ
び
国
際
協
力
に

関
し
て
は
、
東
ア
ジ
ア
経
済
が
有
す
る

成
長
潜
在
力
を
最
大
限
実
現
す
る
と
の

視
点
か
ら
、
途
上
国
そ
し
て
外
部
支
援

そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
課
題
が
提
起
さ

れ
た
。

　

し
か
し
本
研
究
に
は
い
く
つ
か
の
限

界
も
あ
っ
た
。
特
に
、
特
定
の
経
験
の

モ
デ
ル
化
と
適
用
に
あ
た
っ
て
の
「
移

転
可
能
条
件
」
に
つ
い
て
の
体
系
立
っ

た
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
世
銀
が
打
ち

出
し
た
構
造
調
整
の
考
え
方
を
日
本
の

関
係
者
に
紹
介
す
る
機
会
と
も
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
意
義
と
含
意
に
つ

い
て
は
、
こ
の
段
階
で
は
（
私
自
身
を

含
め
）
日
本
側
関
係
者
に
は
十
分
に
理

解
さ
れ
る
こ
と
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

●
債
務
問
題
と
構
造
調
整

　

一
九
七
〇
年
代
の
二
度
に
わ
た
る
原

油
価
格
の
急
上
昇
（
い
わ
ゆ
る
石
油

シ
ョ
ッ
ク
）
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
中
、
非
産
油
国
の
経
済
成
長
へ
の
国

際
収
支
面
の
制
約
が
強
ま
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
、
一

九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
台
頭
し
た
中
進

国
群
の
中
で
、
輸
出
指
向
工
業
化
を

図
っ
た
東
ア
ジ
ア
初
代
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
は
、

輸
入
代
替
工
業
化
を
継
続
し
た
諸
国
に

比
べ
て
、
国
際
収
支
面
の
対
応
に
お
い

て
も
よ
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
が
、

世
銀
に
よ
る
「
構
造
調
整
」
の
考
え
方

と
政
策
提
言
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
と
な
っ
た
。
世
銀
は
、
一
九
八
〇

年
に
、
発
展
途
上
国
の
国
際
収
支
状
況

の
悪
化
に
対
処
す
べ
く
、
資
金
供
与
の

新
た
な
形
態
で
あ
る「
構
造
調
整
貸
付
」

（Structural Adjustm
ent Lending, 

SAL

）
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
一
九

八
〇
年
代
前
半
に
は
、
一
九
七
〇
年
代

に
対
外
借
入
を
継
続
し
た
途
上
国
の
多

く
が
次
々
と
債
務
返
済
困
難
に
直
面
す

る
事
態
（
い
わ
ゆ
る
債
務
危
機
）
が
起

こ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
国
々
に
対
し
、
世

銀
は
Ｓ
Ａ
Ｌ
を
通
じ
て
資
金
支
援
を
行

い
、
同
時
に
政
策
の
改
革
を
求
め
た
。

　

債
務
危
機
に
直
面
し
て
、
対
応
方
針

の
策
定
に
資
す
る
調
査
研
究
の
要
請
が

日
本
政
府
お
よ
び
関
連
機
関
か
ら
ア
ジ

研
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
世
銀

の
Ｓ
Ａ
Ｌ
が
多
く
の
途
上
国
に
供
与
さ

れ
政
府
機
関（
海
外
経
済
協
力
基
金〔
以

下
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
〕、
日
本
輸
出
入
銀
行
）

が
協
調
融
資
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
る

に
つ
れ
、
構
造
調
整
に
つ
い
て
の
理
解

と
方
針
策
定
が
日
本
政
府
に
と
っ
て
の

課
題
と
な
っ
た
。
私
は
、
一
九
八
〇
年

代
を
通
じ
て
債
務
問
題
と
構
造
調
整
を

主
な
調
査
・
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と

と
な
り
、
経
済
企
画
庁
か
ら
の
一
連
の

委
託
調
査
を
担
当
し
た
。
一
九
八
五
〜

八
六
年
の
海
外
派
遣
員
と
し
て
の
滞
米

期
間
中
に
、
世
銀
で「
構
造
調
整 

を
担

当
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
の
交
流
を
持

ち
、と
り
わ
け
メ
キ
シ
コ
に
対
す
る「
貿

易
政
策
改
革
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
過

程
に
つ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
と
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
で
詳
細
な
参
与
観
察
を
行
っ
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
帰
国
し
た
時
点
で
私

は
世
銀
の
「
構
造
調
整
」
を
熟
知
す
る

数
少
な
い
日
本
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
七
年
度
に
担
当
し
た
「
経
済

政
策
支
援
借
款
推
進
の
た
め
の
基
礎
調

査
」
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
を
所
管
す
る
官
庁

で
あ
る
経
済
企
画
庁
が
、
借
款
の
新
た

な
形
態
で
あ
る「
経
済
政
策
支
援
借
款
」

の
論
理
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
そ
の
実

施
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
示
す
こ

と
を
求
め
て
、
ア
ジ
研
に
委
託
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
調
査
に
お
い
て
は
、
世

銀
が
Ｓ
Ａ
Ｌ
を
導
入
し
た
背
景
に
あ
る

考
え
方
の
転
換
を
示
し
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
実
施

の
実
際
に
つ
き
概
観
す
る
と
と
も
に
四

カ
国
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
を
行
い
、

マ
ク
ロ
経
済
面
で
の
効
果
と
意
義
に
つ

き
理
論
分
析
を
踏
ま
え
た
考
察
を
行

い
、
日
本
が
Ｓ
Ａ
Ｌ
を
独
自
に
実
施
す

る
場
合
の
課
題
と
留
意
点
を
示
し
た
。

「
経
済
政
策
支
援
借
款
」
で
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
援
助
と
は
異
な
り
、
支
援
目

的（
経
済
政
策
変
更
）と
資
金
供
与（
外

貨
制
約
緩
和
）
と
の
間
に
は
直
接
の
対

応
関
係
は
存
在
し
な
い
。し
た
が
っ
て
、

両
者
を
結
ぶ
論
理
を
解
明
す
る
こ
と
が

重
要
な
理
解
の
課
題
と
な
る
。
ま
た
、

世
銀
は
、
資
金
供
与
に
あ
た
り
経
済
政

策
変
更
を
条
件
と
し
て
課
す
る
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
世
銀
が
求
め
る
経
済
政

策
変
更
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ

し
て
条
件
付
け
の
仕
方
が
適
切
な
も
の

で
あ
る
か
、
の
二
点
が
検
討
さ
る
べ
き

課
題
と
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
案
件
の

策
定
・
実
施
・
評
価
の
手
順
と
体
制
に

つ
い
て
も
知
見
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
際
協
力
に
関
わ
る

調
査
・
研
究
と
し
て
、
新
た
な
地
平
を

開
き
高
い
水
準
を
達
成
し
た
も
の
、
と

評
価
さ
れ
た
。
一
つ
に
は
、
構
造
調
整

の
理
解
が
経
済
分
析
の
上
で
新
た
な
問

題
関
心
を
踏
ま
え
た
総
合
を
要
請
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
既
存
の
分
析
枠
組
の
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不
十
分
な
点
を
指
摘
し
、
開
放
マ
ク
ロ

経
済
学
の
展
開
に
依
拠
し
て
そ
れ
ら
に

替
わ
る
新
た
な
分
析
枠
組
を
提
示
し

た
。
ま
た
、
支
援
目
的
（
経
済
政
策
変

更
）
と
資
金
供
与
（
外
貨
制
約
緩
和
）

を
結
ぶ
論
理
に
つ
い
て
体
系
立
っ
た
検

討
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
政
策
条

件
や
政
策
対
話
の
意
義
と
限
界
を
示
し

た
。
さ
ら
に
、
政
策
条
件
の
内
容
に
関

し
て
は
、
経
済
発
展
段
階
別
お
よ
び
類

型
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
必
要
を
主

張
し
た
。

　

こ
の
最
後
の
点
は
、
ア
ジ
研
退
職
後

に
引
き
続
き
担
当
し
た
経
済
企
画
庁
か

ら
の
一
連
の
委
託
調
査
の
中
心
論
題
を

構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

経
済
発
展
段
階
別
お
よ
び
類
型
別
の
発

展
モ
デ
ル
の
定
式
化
と
そ
れ
に
即
し
て

の
開
発
政
策
／
協
力
指
針
の
提
示
は
、

極
め
て
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
り
、
納

得
の
い
く
形
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
政
策
条
件
を

課
す
る
こ
と
自
体
の
検
討
と
関
連
し

て
、「
自
助
努
力
」
を
め
ぐ
る
一
連
の

委
託
調
査
に
も
関
与
し
た
が
、
こ
の
面

で
も
十
分
な
進
展
を
得
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

● 

日
本
か
ら
の
発
信
と
『
東
ア
ジ

ア
の
奇
跡
』

　

世
銀
の
Ｓ
Ａ
Ｌ
へ
の
協
調
融
資
は
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
日
本
政
府
が

打
ち
出
し
た
資
金
環
流
計
画
の
重
要
な

柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
金
額

は
顕
著
な
増
大
を
示
し
た
。
そ
の
過
程

で
、
日
本
側
関
係
者
の
間
で
は
、
世
銀

の
考
え
や
方
針
に
つ
き
漠
た
る
違
和
感

が
募
り
、
金
を
出
す
か
ら
に
は
口
も
出

そ
う
と
い
う
機
運
が
強
ま
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
一
つ
の
事
件
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
そ
の
違
和
感
が
公
式
に
表

明
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
事
件

と
は
、
一
九
九
〇
年
前
後
に
世
銀
が
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｆ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
ツ
ー

ス
テ
ッ
プ
ロ
ー
ン
に
異
議
を
唱
え
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
世
銀
は
、
同
ロ
ー
ン
が

低
金
利
で
供
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

世
銀
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
の
協
調
融
資
を
受
け

る
金
融
部
門
Ｓ
Ａ
Ｌ
の
目
的
達
成
に
逆

行
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
示

し
、
そ
の
是
正
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う

な
「
営
業
妨
害
」
に
直
面
し
て
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｆ
は
、
実
務
面
で
は
世
銀
と
の
妥
協

を
探
る
一
方
で
、
世
銀
に
物
申
す
上
で

の
理
論
武
装
を
図
る
べ
く
一
九
九
一
年

六
月
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で

の
検
討
を
踏
ま
え
一
〇
月
に
「
世
界
銀

行
の
構
造
調
整
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
点

に
つ
い
て
―
主
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
の
立

場
か
ら
の
提
言
」
と
題
し
た
文
書
を
作

成
し
、
一
一
月
の
世
銀
と
の
定
期
協
議

の
際
に
提
出
し
た
。
同
文
書
で
は
、
世

銀
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
の
資

源
配
分
の
効
率
を
信
奉
す
る
こ
と
に
対

し
、
投
資
促
進
の
た
め
の
直
接
措
置
の

必
要
、
有
望
産
業
の
育
成
を
含
む
長
期

の
視
点
の
必
要
、
優
遇
金
利
で
の
政
策

金
融
の
意
義
、
民
営
化
に
当
た
っ
て
の

経
済
、
政
治
、
社
会
状
況
へ
の
配
慮
の

必
要
、
の
四
点
を
中
心
と
し
て
、
経
済

発
展
過
程
で
の
政
府
の
役
割
の
重
要
さ

を
強
調
し
た
。

　

私
は
上
記
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
の
研
究
会
の

座
長
を
務
め
、
そ
の
過
程
で
世
銀
と
日

本
側
の
発
想
の
原
点
に
お
け
る
違
い
を

明
確
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
と
き
私
は
ア
ジ
研
の
「
先
進
諸
国
の

対
発
展
途
上
国
経
済
政
策
」
研
究
会
の

外
部
委
員
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
報
告

書
で
英
米
流
の
「
枠
組
思
考
」
と
日
本

の
「
中
身
思
考
」
の
対
比
の
素
描
を
試

み
た
（「
政
策
支
援
借
款
と
日
本
の
政

策
」、
山
澤
逸
平
・
平
田
章
編
﹇1992

﹈

『
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

開
発
協
力
政
策
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

第
4
章
）。
こ
の
論
題
に
つ
い
て
は
そ

の
後
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
、
英
文
論

文
と
し
て
一
九
九
二
年
一
一
月
に
ワ
シ

ン
ト
ン
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し

た
（
こ
の
論
文
は
後
に
次
の
論
文
集
に

収
録
さ
れ
た
。Yanagihara, Toru 

(1992), "Developm
ent and Dynam

ic 
Efficiency: 'Fram

ew
ork Approach' 

versus 'Ingredients A
pproach'," 

chapter 4, O
hno, K

enichi, and 
Izum

i O
hno, eds, Japanese View

s 
on Econom

ic Developm
ent: Diverse 

Paths to the M
arket, Routledge, 

London and N
ew

 York, 1998

）。

　

上
述
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
で
の
動
き
と
軌
を

一
に
し
て
、
大
蔵
省
は
世
銀
が
日
本
を

含
む
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
の
経
験
を

適
切
に
理
解
す
る
こ
と
を
求
め
て
、
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
よ
う
要

請
し
そ
の
た
め
の
資
金
を
提
供
し
た
。

世
銀
の
研
究
の
成
果
はThe East Asian 

M
iracle: Econom

ic Growth and Public 
Policy 

と
題
し
て
一
九
九
三
年
に
公
刊

さ
れ
た
。
同
書
の
内
容
に
対
し
て
は
、

日
本
側
か
ら
あ
ら
た
め
て
様
々
な
不
満

が
表
明
さ
れ
、
ま
た
批
判
が
な
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
世
銀
の
理

事
と
し
て
同
研
究
の
実
現
に
尽
力
し
同

書
日
本
語
版
（『
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
』

東
洋
経
済
新
報
社　

一
九
九
四
年
）
の

監
訳
者
で
も
あ
っ
た
白
鳥
正
喜
氏
は
、

日
本
語
版
へ
の
後
書
き
で
、
産
業
育
成

政
策
の
意
義
を
否
定
す
る
世
銀
の
見
解

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
批
判
し
た
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｆ
は
、
自
身
の
見
解
に
加
え
て
、

英
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
専
門
家
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
用
い
て
、
世
銀
に

対
抗
す
る
見
方
を
打
ち
出
す
こ
と
に
注

力
し
た
（The W

orld Bank's East 
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研究者としての開発政策への関与

Asian M
iracle Report: Its Strengths 

and Lim
itations, O

ECF D
iscussion 

Papers N
o.7, August 1995

）。
私

自
身
は
、W

orld Developm
ent 

誌
の

特
集
号（
一
九
九
四
年
四
月
）所
収
の
論

文
（"Anything N

ew
 in the M

iracle 
Report? Yes and N

o"

）で
、
同
書
の

貢
献
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
総
論
と

し
て
政
策
方
針
正
当
化
の
た
め
の
理
論

と
実
証
の
偏
っ
た
適
用
を
、
そ
し
て
重

要
な
各
論
と
し
て
産
業
育
成
政
策
の
効

果
の
分
析
に
見
ら
れ
る
欠
陥
と
解
釈
の

誤
り
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
世
銀
が
依
拠

す
る
新
古
典
派
経
済
学
の
基
本
発
想
が

経
済
発
展
過
程
を
捉
え
る
視
点
と
し
て

不
適
切
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

●「
経
済
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　

上
記
の
「
枠
組
思
考
」
と
「
中
身
思

考
」
の
統
合
を
求
め
、
ま
た
産
業
組
織

論（
今
井
賢
一
学
派
）と
新
制
度
派
経
済

学
（
と
り
わ
けO

liver W
illiam

son

）

の
影
響
の
下
、
私
は
「
経
済
シ
ス
テ
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
提
唱
す
る
に
い
た
っ

た
。
そ
の
問
題
関
心
と
研
究
課
題
の
設

定
を
踏
ま
え
、
ア
ジ
研
は
一
九
九
六
年

度
に
国
際
共
同
研
究
を
組
織
し
、
一
九

九
七
年
一
月
に
そ
の
成
果
を
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
発
表
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
東
ア

ジ
ア
の
開
発
経
験
を
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー

チ
の
提
示
と
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
捉
え
ら
れ
た
東
ア
ジ
ア
の
開
発
経
験

の
他
地
域
へ
の
適
用
の
可
否
の
検
討
、

と
い
う
二
つ
の
課
題
に
同
時
に
取
り
組

も
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本

チ
ー
ム
（
ア
ジ
研
）
が
ア
プ
ロ
ー
チ
を

提
示
し
ま
た
東
ア
ジ
ア
の
開
発
経
験
を

定
式
化
し
、
米
国
チ
ー
ム
（N

ew
 

School for Social Research

）
が
中

南
米
を
、
英
国
チ
ー
ム
（O
verseas 

Developm
ent Institute

）
が
ア
フ
リ

カ
を
対
象
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
と
の
対

比
に
お
い
て
開
発
経
験
を
特
徴
付
け
、

東
ア
ジ
ア
の
経
験
の
適
用
の
可
否
に
つ

き
論
じ
た
。
会
議
に
は
、
前
記
三
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
、
国
内
お
よ
び
各
途
上

地
域
か
ら
の
研
究
者
に
加
え
、世
銀（
政

策
調
査
局
長
と
東
ア
ジ
ア
地
域
部
門

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
と
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

Ａ
Ｄ
（
マ
ク
ロ
経
済
部
長
）
の
参
加
も

得
た
（
そ
の
全
容
は
以
下
の
報
告
書

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。East Asian 

Developm
ent Experience: Econom

ic 
S
ystem

 A
p
p
ro

a
ch

 a
n
d
 Its 

Applicability, I.D
.E. Sym

posium
 

Proceedings N
o.17, 1997

）。

　

こ
の
企
画
は
、
日
本
か
ら
の
発
信
と

そ
れ
に
基
づ
く
他
地
域
お
よ
び
国
際
機

関
の
研
究
者
と
の
研
究
交
流
・
意
見
交

換
と
し
て
、
最
も
体
系
立
っ
た
試
み
と

み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
意
義
は
、

以
下
の
よ
う
に
要
約
し
う
る
。
①
発
展

過
程
の
捉
え
方
と
開
発
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
比
較
対
照
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
示
し
た
。
②
「
経
済
シ
ス
テ
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
」
に
基
づ
き
東
ア
ジ
ア
の
開
発

経
験
を
新
た
に
定
式
化
し
て
提
示
し
た
。

③
中
南
米
と
ア
フ
リ
カ
の
開
発
課
題
を

整
理
し
、
開
発
政
策
策
定
に
あ
た
り
東

ア
ジ
ア
の
経
験
を
参
照
す
る
こ
と
の
意

義
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
途
上
国

の
開
発
戦
略
／
政
策
へ
の
貢
献
と
し

て
、
そ
し
て
援
助
国
お
よ
び
国
際
機
関

の
協
力
政
策
へ
の
貢
献
と
し
て
、
大
き

な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日

本
語
要
約
版
報
告
書
『
東
ア
ジ
ア
の
開

発
経
験
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
一
九

九
七
年
）
の
は
し
が
き
で
、
時
の
ア
ジ

研
所
長
は
、
こ
の
国
際
共
同
研
究
の
意

義
を
述
べ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。「
本
テ
ー
マ
は
、日
本
・
東
ア

ジ
ア
諸
国
が
、今
後
と
も
世
界
に
対
し
、

主
導
的
に
貢
献
し
て
い
く
べ
き
テ
ー
マ

で
あ
り
、
本
研
究
所
と
し
て
も
重
点
的

な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。」
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

私
は
、
職
員
あ
る
い
は
外
部
委
員
と

し
て
ア
ジ
研
で
の
研
究
に
携
わ
る
中

で
、
国
際
協
力
の
現
場
と
の
関
わ
り
を

持
っ
た
。
私
の
研
究
分
野
で
の「
現
場
」

と
は
、
開
発
援
助
に
関
わ
る
省
庁
と
機

関
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

開
発
分
野
で
の
研
究
は
、
現
実
の
経
験

の
確
認
お
よ
び
解
明
（
経
済
発
展
論
）

と
政
策
指
針
の
提
示
（
経
済
開
発
論
）

の
境
が
不
鮮
明
で
あ
り
、
理
論
、
実
証
、

政
策
が
混
然
一
体
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。こ
の
傾
向
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
英
米
で
の
開
発

経
済
学
の
学
術
研
究
（「
研
究
室
」）
と

世
銀
で
の
研
究
／
政
策
提
示（「
現
場
」）

が
著
し
く
関
係
を
強
め
た
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
推
し
進
め
ら
れ
た
。
私
自

身
は
、「
現
場
」に
と
っ
て
有
意
義
な
研

究
を
目
指
し
つ
つ
、
理
論
―
実
証
―
政

策
と
い
う
三
段
階
の
編
集
方
針
を
維
持

し
、
そ
の
立
場
か
ら
世
界
銀
行
で
の
研

究
／
政
策
に
対
し
て
の
批
判
と
代
替
ア

プ
ロ
ー
チ
の
提
示
を
試
み
て
き
た
。
ま

た
、
研
究
／
政
策
の
背
後
に
あ
る
視
点

や
発
想
に
つ
い
て
も
論
ず
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
時
々
の
「
現
場
」
の
課

題
に
研
究
者
と
し
て
で
き
る
限
り
対
応

し
て
き
た
が
、
そ
の
都
度
、
さ
ら
に
研

究
を
要
す
る「
そ
も
そ
も
問
題
」の
リ
ス

ト
が
残
っ
た
。
そ
れ
ら
を
遺
言
と
し
て

残
す
べ
く
整
理
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

（
や
な
ぎ
は
ら　

と
お
る
／
拓
殖
大
学

国
際
学
部
国
際
協
力
学
研
究
科
教
授
）




